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　私たち佐々木ゼミは 2013 年 3 月 19 日～ 3 月

















20 ダバオ 専用車 AMPM
ミンダナオ国際大学の見学。
Our Lady Of Victory トレーニングセンターの見学。


















25 ダバオ 専用車 AMPM
八木幼稚園の卒園式に参列。食事会に参加。
市内見学
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おわりに
　今回のスタディツアーは私たちに様々なことを
教えてくれた。様々な学びの中で、滞在中特に注
目したのは日本との相違である。
　老人ホームでは、衛生管理やケアの方法・理念、
入所の背景、運営構造など、日本とは異なる点が
多く見受けられた。改めて「利用者本位」「個別
支援」「エビデンスに基づくケア」の重要性を実
感すると同時に、どこか日本の施設が厳密な制度
や理想的な理念に縛られているようにも感じた。
　また、寄付金（Donation）を受けている施設と
受けていない施設との設備の相違も大きく、開発
途上国における福祉サービスの現状を感じ取るこ
とができた。
　孤児院でも多くの相違点を発見した。一日三回
の食事ができること、教育を受けられることの重
要性は、日本では学ぶことができても実感するこ
とはできないだろう。貧しさに加え、親の死や行
方不明、虐待等を経験してきた子供たちの笑顔か
らは、「初心」とはかけ離れた「逞しさ」が感じ
られた。
　今回のスタディツアーで学んだことを社会福祉
実践に直接繋げることは困難かもしれない。しか
し、人に寄り添うことに福祉の価値があることを
実感できた今回のスタディツアーは、私たち社会
福祉を学ぶ学生にとって貴重な体験であり、大き
な価値があったといえる。
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